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液粘性の影響を明らかにしたものである o その主な成果は以下のとおりである o
(1) 管直径方向の気液相分布を測定する準超多点点電極センサと，管軸方向の液体ホールドアッフ。の空間分布を測
定する超多断面ホールドアップセンサを開発し，様々な流動様式の気液二相流の多次元的構造の測定を可能と
する方法を確立している o
(2) 従来知見の極めて乏しかったスラグ流における液体スラクーの流動構造について液体スラグ長さ，その気泡含有
率，出現頻度を詳細に測定し，液粘性の増加によって液体スラグの出現頻度が増加することを明らかにしてい
る。
(3) 液膜流の気液界面に生ずる界面波について詳細な測定を行い，その界面波の流動挙動に基づき，団塊波， じよ
う乱波， リッフ。ル等の様々な特性を持つ波を同定し， こうした波の出現範囲に及ぼす気相流束，液相流束，液
粘性の影響を明らかにしているo 特に液粘性が増加するに従い団塊波， じよう乱波等の大規模構造の界面波の
出現が抑制されることを明らかにしている。
(4) 気液界面に生ずる界面波の流動特性を詳細に解析する手法として波脈分析法を開発し，団塊波， じよう乱波に
ついてその位相速度，波高，波幅等を精密に測定し，それらに及ぼす，気相流束， i，夜相流束，液粘性の影響を
明らかにしている。
(5) 波脈分析法を気液界面波に適用することにより，団塊波， じよう乱波等の主波脈の他に支波脈が存在すること
を見いだし，浮遊波と呼ばれる新たな界面波の存在を明らかにしている。更にこの浮遊波日生成，消滅を繰り
返すことも明らかにし，その生存距離，生存時間，波幅，速度及び‘波高について詳細な測定を行い，それらに
及ぼす液粘性の影響を明らかにしているo
以上のように，本論文は気液二相流の流動構造，特にその液体スラクボや気液界面波に及ぼす液粘'性の影響について
新たな測定手法の開発を提示すると共に数多くの有用な実験的知見を明らかとしており，熱流動工学に寄与するとこ
ろが極めて大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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